
姿三四郎 (1943年の映画) 

『姿三四郎』（すがたさんしろう）は、1943 年（昭和 18 年）3 月 95 日公開の日本映画である。東宝映画製作、

映画配給社（紅系）配給。監督は黒澤明。モノクロ、スタンダード、97分。  

黒澤明の監督デビュー作で、富田常雄の同名小説の初映画化作品。娯楽の少ない戦時下の大衆に受け入られ、大

ヒットした。フィルムは再上映時に一部がカットされ、現在も完全版を観ることはできない 

あらすじ 

1889 年（明治 15 年）、会津から柔術家を目指し上京してきた青年、姿三四郎は門馬三郎率いる神明活殺流に入

門。ところがこの日、門馬らは修道館柔道の矢野正五郎闇討ちを計画していた。近年めきめきと頭角を現し警視

庁の武術指南役の座を争っていた修道館柔道を門馬はいまいましく思っていたのだ。ところが多人数で襲撃した

にも関わらず、矢野たった一人に神明活殺流は全滅。その様に驚愕した三四郎はすぐさま矢野に弟子入りを志願

した。  

やがて月日は流れ、三四郎は修道館門下の中でも最強の柔道家に育っていたが、街に出れば小競り合いからケン

カを始めてしまう手の付けられない暴れん坊でもあった。そんな三四郎を師匠の矢野は「人間の道というものを

分かっていない」と一喝。反発した三四郎は気概を示そうと庭の池に飛び込み死ぬと豪語するが矢野は取り合わ

ない。兄弟子たちが心配する中意地を張っていた三四郎だが、凍える池の中から見た満月と泥池に咲いた蓮の花

の美しさを目の当たりにした時、柔道家として、人間として本当の強さとは何かを悟ったのであった。  

ある日蛇のように異様な殺気を帯びた男が道場を訪ねてきた。良移心当流柔術の達人、檜垣源之助は三四郎の兄

弟子を一瞬で倒すほどの実力の持ち主。師匠に稽古止めを言いつけられている三四郎がこの時戦うことは適わな

かったが、双方いずれ雌雄を決する日が来るであろう予感を抱く。  

やがて修道館の矢野の元に新しい柔術道場開きの招待状が届く。その場で他流試合を設けたいという誘いであっ

たが、これは暗に神明活殺流の門馬が裏切りと積年の復讐を果たすために三四郎にあてた挑戦状であった。しか

し実力を増してきた門馬も既に三四郎の敵ではなく、三四郎の必殺投げ技「山嵐」が決まった時、門馬は壁に頭

をぶつけ死んでしまった。試合とはいえ他人を死なせてしまったこと、その場にいて悲劇を目撃してしまった門

馬の娘の悲痛な目が脳裏から離れず、三四郎は柔道を続ける意義を見失ってしまう。  

師匠の矢野の猛特訓によりやっと戦う気力を取り戻した三四郎は、神社でひたすらに祈る一人の美しい娘と出会

う。この娘こそ良移心当流師範、村井半助の娘の小夜であった。先の死闘を見た村井半助は警視庁武術大会での

試合を三四郎に申し込み、小夜は老いた父の勝利を願って祈りを捧げていたのであった。その事を知った三四郎

は自分が試合にどう臨めばいいのか自問自答しまたもや袋小路に陥ってしまうが、修道館のある寺の和尚に「そ

の娘の美しい強さに負けない、お前の美しかった時を思い出せ」と蓮の花が咲いていた泥沼の三四郎がしがみつ

いてきた杭を指差されたとき、彼の心は決まった。  

 大勢の人々が見守る中開催された警視庁武術大会。村井は全力を持って気合で三四郎を圧倒するが、研ぎ澄ま

された三四郎の技が決まった時勝負はついた。しかし投げられても投げられても立ち上がってくる村井の凄みに

三四郎は憔悴し、皆が祝ってくれても勝利の余韻に浸る余裕など無かったが、全身全霊を捧げた戦いの疲れを癒

してくれたのは、道場に招待してくれた村井の温かい言葉と小夜の手料理であった。  

唯一面白くないと憤っている檜垣源之助から遂に果たし状が届く。三四郎と戦う場をもらえなかったばかりでな

く、恋慕する小夜と三四郎が親しくしているのが気に食わない。右京が原での決闘、風雲急を告げる中、遂に雌

雄を決する時が来た……。  
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